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◎ 活動方針 

 

１ 新型コロナウイルス感染症が発生し、約３年の間数々のイベントが中止され、

行動制限がされてきました。 

この５月からは、感染症の分類も２類相当から５類へと下げられ、ようやく３

年前の生活に戻ろうとしていますが、コロナウイルス感染症が全くなくなったわ

けではなく、以前とは同じ生活に戻るには、時間がかかるのではないでしょうか。 

障害がある人もない人も共に安心して暮らせる社会に向けて、私たち障害者自

身が行動するとともに、行政と連携しながら活動することが大切となります。 

これからは、新しい生活様式が求められていることを認識し、会員の一層の団

結と組織の強化を図りながら、障害者福祉の向上と社会参加を促進するための活

動を展開していきます。 

 

２ 差別解消に向けた私たち障害者の切なる要望であった「障がいのある人もない

人も共に生きる長野県づくり条例」が令和４年４月１日に施行されました。 

この条例が施行されたことに満足するのではなく、条例に基づいた意識が広く

県民に根づくための行動が必要と考えます。 

新型コロナウイルス感染症の影響で、公布には時間がかかりましたが、全て 

の県民が、障がいの有無によって分け隔てられることなく、誰もが互いに人格と 

個性を尊重し合う社会が実現できることを願います。 

 

３ 障害者の社会参加の推進のためには、県民の理解をさらに深めていく必要があ

ります。各種の取組みの中で諸活動を展開していきます。 

また、日本身体障害者団体連合会をはじめ他の障害者団体とも連携し、国県等

の関係機関に障害者福祉施策の充実等を要望していきます。 

 

 

◎ 事業計画 

 

１ 相談員等の研修等 

相談員の資質向上に向けて、障害者施策・相談支援等の研修会等を開催します。 

 

２ 身体障害者の福祉に関する啓発活動 

身体障害者に対する県民の理解を得るとともに、会員自身の自立意識を高める

ための啓発活動を推進します。 



 

（１）「長野県身体障害者福祉大会」の開催 

   今日まで、県・郡市協会が一丸となって開催してきました福祉大会ですが、会

員の減少と高齢化により単独での開催が難しくなってきました。しかし、今まで

継続してきた福祉大会をやめるには惜しみがたいため、長野県社会福祉協議会が

101団体で実施している、長野県社会福祉大会で合同の開催に変更します。 

令和５年 11月 11日（土）中信地区（予定）において、会員はじめ関係福祉団

体・行政機関の関係者とともに大会を開催する予定です。 

   ただし、今年度初めての試みのため、ご満足いく福祉大会を実施できるか不安

なところも多々ありますが、身体障害者福祉の向上にむけて開催したいと考えて

います。 

  

（２）機関紙の発行 

本会の機関紙「こころの友」を年２回発行し、協会活動、制度の改正など各種

の最新情報を提供します。また、会員の活動状況や投稿作品等を掲載し、紙面の

充実を図ります。 

 

（３）ホームページの充実 

 本協会のホームページを活用し、障害のある人もない人も障害者福祉に関心が

もてるよう、分りやすく適時適切な情報提供を図ります。 

 

３ 社会参加促進事業等の推進  

県内障害者福祉団体の中心的団体として、「長野県障がい者社会参加推進センタ

ー」の運営に当たります。 

 

（１）障害者の社会参加推進事業の実施 

長野県から委託を受け｢長野県障がい者社会参加推進センター｣の運営を行い、

障害者福祉団体と連携し、障害者の社会参加促進を図ります。 

また、「長野県障がい者社会参加推進センター」のホームページを通して、社会

参加促進のための情報提供を行うとともに、全国障害者総合福祉センターが主催

する書道、写真コンテストの周知を図り参加を促進をします。 

 

（２）障がい者社会参加推進協議会の開催 

   「長野県障がい者社会参加推進センター」の業務を推進するため、障害６団体

の代表による協議会を開催し、各団体の要望を知事との懇談で伝えます。 

 

（３）障害者福祉団体地域連絡会議の開催 

    障害者の多様な要望を把握するとともに、地域の関係団体の連携を図り、障

害者の自立と社会参加を推進するため、県内４ブロックで開催します。 



４ 協会事業の推進 

（１）スポーツ大会・文化芸術祭への参加 

  ア スポーツ大会への参加 

県及び公益財団法人長野県障がい者スポーツ協会等が主催する各種スポー

ツ大会に係る情報の周知を図り、参加を促進します。 

 

  イ 長野県障がい者文化芸術祭への参加 

県及び障害者福祉関係団体で構成する実行委員会により開催される「長野県

障がい者文化芸術祭 inながの」（長野市のサンアップルで令和５年９月２３・

２４日に開催予定）に積極的に参加することにより、障害者の社会参加を促進

します 

 

（２）上田点字図書館の運営 

視覚障害者の福祉向上を図るため、上田点字図書館の運営と利用者へのサー

ビスの充実に努めます。 

 

（３）ブロック会議への助成 

    各ブロック単位の会議・活動に対し、郡市協会の結束と組織の強化を図るた     

め助成します。 

 

（４）健康教室への助成 

 会員の健康の維持・増進を図るため、女性部が主体となって運営する健康教

室の開催経費を助成し、会員相互の連携に努めます。 

 

（５）関係団体との連携 

    本会を構成する県視覚障害者福祉協会及び県聴覚障害者協会と連携を密に   

し、協会事業の推進を図っていきます。 

 

（６）収益事業の促進 

    県及び郡市協会活動の資金とするため、会員をはじめ地域の皆様の協力を得  

て、日身連収益事業所の斡旋するお茶、日用生活物品のカタログ販売等の収益

事業を一層促進します。 

 

５ 大会・研修会等への参加 

日身連・中央社会参加推進センター・日本障害者フォーラム（ＪＤＦ）等が

主催の大会・研修会等へ参加し、今日的課題と全国的運動の状況を把握し、協

会活動に生かし、会員に情報提供します。 

 

６ 行政への要望活動の強化  

   会員の声を集約し、障害者差別を解消するための条例策定後の運用等、障害者                                  

施策の充実について、長野県へ要望していきます。 


